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５年生は、明日から、設楽町にある「豊川市野外教育センターきららの里」へ、１泊２日の野

外活動へ出発します。１日目はキャンプファイヤーとカレー作りを中心に活動し、２日目は森林

教室を体験します。今年の野外活動のスローガンは「深めようきずな ～大自然を楽しもう～」

です。このテーマには、仲間とともに活動する楽しさを味わうことで協力関係をより強くしてほ

しい、また、設楽町の自然に親しむことで自然のよさを理解する機会にしてほしいという願いが

込められています。あわせて、野外活動をきっかけに、普段の生活のレベルアップをしようと、

３階の廊下には、「あいさつ、時間、礼儀、整理整頓」の言葉が目標として掲げられています。 

「きららの里」での野外活動は、従来２泊３日で行ってきましたが、自然にどっぷりつかれる

という反面、子どもの健康への負担、病気やけがへの対応の難しさがあり、１泊２日でできない

かと市内小学校や教育委員会で検討してきました。昨年度は市内の１/４の学校が、今年度は本校

をはじめ、約半分の学校がモデル校として１泊２日で実施します。現地での活動が充実したもの

にするために、できるだけ滞在時間が長くなるよう施設やバス会社と交渉してきました。 

５年生のみなさん、準備はできましたか。忘れ物はないですか。忘れてはいけないものは、着

替えや弁当、しおりはもちろんですが、「仲間と協力する心」と「生活を高め合おうという気持ち」

です。大事なものを準備してさあ出発です。 

 子どもたちが、安心して、元気よく２日間を 

過ごすことができ、無事に戻って来られるよう、 

職員一同、旅行中の一層の安全指導・危機管理 

に努めます。 

明日の天気は、今のことろ大丈夫そうです。 

 

６月１６日（金）は、待ちに待ったプール開きでした。高学年がきれいにしてくれたプールで

す。天気がよく、暑い日になり、子どもたちは大喜び、プールは笑顔と歓声につつまれていまし

た。１年生は初めてのプールの授業、本格的に始まる学習を前に、プールの約束を確認しながら、

水慣れから始めていました。どの学年も、久しぶりとあって子どもたちのテンションはマックス

で、元気よく水の中を動き回ったり、泳ぎを楽しんだりしていました。梅雨の時期、天候が心配

されますが、今年も、楽しいプールの時間になりそうです。 
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校長室だより 
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 №１０ 
1 年生が学校探検 校長室にもやってきました 



 

先日、学校メールで配信させていただきましたが、先週、「道路につい 

て調べよう」の案内を４年生以上に配付させていただきました。これは、 

建設会社が考えた、工事中の２３号バイパスのトンネルや橋を見学でき 

るという企画です。実際の工事現場から見える、御津や三河湾の景色は 

想像しただけでワクワクしますね。また、この先、愛知県の物流を支え 

る２３号バイパスを歩いたなんて一生の自慢になると思います。希望す 

る場合は、案内チラシを確認し、直接、申し込んでください。 

 この２３号バイパスの開通をはじめ、愛知御津駅の橋上化など、ここ 

数年で御津地区は大きく変貌を遂げることでしょう。地域の発展をしっ 

かりと目に焼きつけておくとよいと思います。 

６月１５日（木）の児童集会で、今年の児童会のスローガンが発表されました。すでに、児童会活動

は本格的に動き始めていますが、あらためて全校に披露されました。今年のスローガンは、「全部本気 ～

みんなでレベルアップ～」です。このスローガンには、どんなことでもあきらめずに、全部本気で取り

組み、みんなでレベルアップできる学校にしたいという思いが込められて 

います。児童会の子たちが話した言葉の中にあった「当たり前のことを当 

たり前に」「あきらめず」「仲間と一緒に」という言葉が印象に残りました。 

１人の本気より、１００人の本気。みんなでがんばりましょう。 

６月１２日（月）、４年生が「水はどこから」の学習で、豊川浄水場、豊川浄化センターに社会

見学に行ってきました。実際に施設を見学し、管理人の方からお話を聞きました。あいにくの雨

でしたが、お話をメモしたり、積極的に質問したりする姿が見られました。 

4 年生は、この見学で、施設のしくみや工夫、働いている人たちの努力に気づきました。見学

の後、４年生の石場先生の授業を参観させてもらいました。授業では、見学で学んだことを生か

し、働いている人たちの気持ちに寄り添い、働いている人たちを困らせないように、自分たちに

何ができるのか一生懸命に考えていました。こうした学習を通して、社会の一員としての自覚が

目覚めていくことを願っています。 


